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部活動における課外での探求活動
－ＳＴＡの活動を通して－
理科(化学)・STA顧問樫田豪利
～本校では，理科部をSTA（Science,TechnologyandArts）と称している。この部活動では，グルー
プもしくは個人がテーマを持ち，そのテーマに1年～２年半の期間をかけて取り組む。現在は，飛行船，
リニアモーターカー，染色，ガラス細工，ろうそく作り，ロボット製作，潜水艦の製作，３ＤCGの作成
を行っている。このような活動を通して，工夫すること，分析すること，話し合うこと，協力すること
などの能力を高めるとともに，グループとしての人間関係を形成する能力，責任感が育っている。また，
校内にこのようなグループが存在することは他の生徒のとってもよい刺激を与えている。
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１ＳＴＡについて
基本的に，理科系の部活動は，科学的な興味関心
に基づき，探求的な活動を通して，科学的な思考方
法を取得し，科学的な態度を養成することにその意
義がある．また，その活動を広く校内に示すことに
よって，他の生徒の，科学への興味関心を喚起し，
そのことが学習活動によい影響を与えることが期待
される。ＳＴＡではその趣旨に沿うべく，兼部による
活動も認めながら，生徒に課題探求の場を提供して
きた。
本校における理科系の部活は，1991年までは「科
学部」という名称で活動していた。活動内容は，
●化学実験（成果は石川地区中学高校化学
研究発表会にて発表，１５年間継続して参
加した｡）
●電子工作（無線を含む）
●コンピュータ（８bit）による教育用ソフ
トの開発（石川県教育工学研究大会でそ
の成果を数回報告した）
●プラネタリウムの製作
であった。
1991年からは，新たに
●ガラス細工
●折り紙による造形や分子模型
に取り組み始めた。ガラス細工は現在でも主要な活
動であり，県内ではトップクラスの技術を維持して
いる。また，記念祭でのガラス細工の販売は常に好
評を得ている。
1992年に名称を｢SSS(SciencestudingSociety)」
に変更した。活動内容に変化はなかったが，1996年
からは新たに
●コンピュータ（８bit）による機械制御
にも取り組んだ。
1997年に再び名称を「科学部」とし，「プラネタリ
ウム」と「コンピュータによる機械制御」に変えて，
●リニアモーターの製作
●ロボットの製作（ワイヤードリモコン）
に取り組み始めた。ロボット製作は，現在も金沢工
業大学大学祭における夢工房主催のロボットコンテ
ストに参加するために継続している。
2002年からは
●飛行船の製作
－２５－
２－２．製作
＊ロボット
金沢工業大学のロボットコンテストに出場する
ことを目的に取り組んでいる。本年度では，準決
勝まで勝ち残った。この成果は，2003年以来の
●潜水艦の製作
●噴霧式水ロケットの開発
に取り組み始めた。
2008年，名称をSTA（Science,Technologyand
Arts）と変更し，ガラス細工，ろう細工，３ＤCGな
どの分野も活動の主たる取り組みとしてＰＲしてい
くことになる。昨年度は県内理科部の夏期講習会
｢ガラス細工」での講師をSTAの生徒が担当するな
ど，県内の他校の参考となる活動を続けている。
ものであった。
来年度からはレ
ギュレーション
が変更になり，
ワイヤードリモ
コンのロボット２現在の活動内容
ここでは，ＳＴＡが昨年度と本年度に取り組んでい
る課題を示す。なお，記念祭において「科学の実験
体験コーナー」で取り上げたものは除く。
からライントレーサーの競技会になったため，今
後のロボットの製作は記念祭に向けたものになる。
右の上の図はレギュ
レーションをメンバー
で検討しているところ
(2004年)）中は本年度
用に製作したものであ
り，記念祭で演示した。
下は今までに製作した
ロボットで，後輩の参
考にと保管してある。
２－１化学実験
＊ビタミンＣの抽出
＊ＣＯＤの測定
この二つの実験は，入試問題に出ていたものを，
その記述にしたがって実際に行ってみたものであ
る。
レモンからビタミンＣを抽出する実験では，
ポソカレモンからのビタミンＣの抽出を試みたが，
条件や加える試薬の量が指定されていないので，
適当な値を探しながらの実験となった。３年生が
授業で勉強した知識を使いながら，２年生にアド
バイスしていた。
＊硫酸銅の結晶育成
製作には夕ミ
ヤのテクニクラ
フトシリーズな
どを利用してい
る。タミヤのシ
リーズは規格化
がされているため，寸法を心配せずに使用できる
利点がある。ＳＴＡでの製作には，ロボットだけ
凰鈩きれいな結晶を
みたいという希望
から取りかかった
もので，昼夜の温
度差や梅雨の時期
ではなく，潜水
艦などすべてタ
ミヤの製品を主
として使用して
いる。
の湿度についても
注意する必要を，担当の生徒は理解した。写真は
流動パラフィンに保存してある結晶である。
－２６－
＊飛行船
例年，ＳＴＡで
は，記念祭のと
きに，来場者に
ヘリウムを入れ
た風船を配って
いた。７年前の
記念祭のときに，
フの指示の元，校舎からの出し入れはSTA全員
であたっていた。
＊ホバークラフト
記念祭で，幼稚
園児や小学生を乗
せられるものを作
ろうということで
始めた。右写真の
上は人は乗れない
がスライド抵抗を
使って走行をコン
トロールする演示
用のもの，真ん中
が車のタイヤの
チューブを使った
テスト用のもので，
板消しクリーナー
使っている。下の」
きに，風船配布のPRのためにゴミ袋
にヘリウムを詰めたところ，思わぬ浮力が得られ
たので，モーターを積んだらとばせるのではない
かということで，バルサ材で箱を作り，モーター
と取り付け，とばすことになった。写真はそのと
きのものである。その後，赤外線リモコンのおも
ちゃの戦車のコントロールユニットの利用やラジ
コンのコントロールユニットを利用して，リモコ
ンでの飛行を目指し，製作してきた。 もので，黒
ナーを
る。下の写真
は子どもを乗せて浮か
ぶことの出来るものの
底面である。安全に乗
り降りできるように，
全体の強度，配線，乗
電池も積むこ
とにすると船体
が大きくなり，
竹籔で補強する
必要がある。右
の図の上がその
骨組みを作って
いるところであ
よりプ下の図がヘ
リウムを入れる
気嚢ををゴミ袋
で作っていると
)ころである。ど
り降りの手順などを全員で検討していた。
＊潜水艦
現在は排
水ポンプの
製作で止
まっている。
完全に防水
にすること
は出来ない
ことがわかり，
こ れだけの大きさの気嚢を作るかは，
その体積から浮力を計算し〉袋やゴンドラ，コン
トロールユニット，竹籔などの重量を見積もる作
業が必要となる。ここでも，２，３年生がディス
カッションしながら飛行船の全体像を計画してい
た。今までの最大のものは全長３ｍで，直径１ｍ
のものであった。これを飛ばすために校舎の外に
引き出すにしても多数の人の協力が必要で，チー
わかり，では，水が入ってくることを前提
にした設計をしようということになった。排水ポ
ンプは灯油をポリタンクから給油するポンプを分
解して，それを参考に，プラ板とペットポトルを
－２７－
用いて製作していた。写真は６年前に作ったもの
である。校舎改修の際に廃棄した。
＊校舎模型
２－ｓガラス細工
ガラス細工は記
念祭での人気が高
く，実演と販売を
行っている。生徒
は，記念祭での販
売を目標として製
作の技術向上に取
り組んでいるが，
上級生から下級生
への技術の継承が
行われ，担当者一
スチレンポード
をつかいプ新校舎
の図面を元に製作
に取りかかってい
る。記念祭までに 蕊
}よ完成させて，展
示することを目標としている。期間がないため，
おおざっぱなものになるが，記念祭後にはもう一
度，今度は時間を掛けて，よりリアルなものを製
作したいとの希望がある。
＊リニアモーターカー
人一人の個'性’
がしっかりと
表れている作
品を作ってい
る。－人がす
べてを出来る
ようになるの
ではなく，そオ
リニアモーター
はいままでに何度
か製作に取り組ん
できた。今回は，
タミヤの弾丸レー
サーにコイルを積
み，走らせること
になった。磁石の
強さとコイルとの
間隔などいろいろ
と解決しなければ
ならない課題が多
い。例えば，コイ
ルの芯にはボルト
を用いているが，
磁石とこのボルト
が近すぎると磁石
それぞれが得意な作品を持てるように
取り組んでいる。
２－４ろう細工
元々はロウを使って人
形などを作ることから始
まったが，現在は右の写
真のようなろうそくを作
り，記念祭での販売を考
えている。アロマオイル
をいれたろうそくなども
製作していた。写真のような透明なものを製作す
るようになったのは，ジェルワックスをネットで
見つけ，それを購入するようになってからである。
ロウにはクレヨンで色を付けている。
に引き寄せられるためうまく動かない，また，大
きな電流を流すとコイルが熱を持つなどの問題が
みつかり，どのように解決するか工夫しながらが
記念祭に間に合わせるようにと努力している。
－２８－
２－ｓ染色
昨年度の１年
生が始めたもの
で，今年で２年
目になる。昨年
は草木染めの勉
強を中心とした
れのＯＳ用のものを使用している．次に示す写真
はBlenderで飛行船を作成している途中のもので
ある。これを元に，
飛行船が町の上空
を飛ぶアニメー
ションを作る予定
である。
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取り組み
であった
が，今年 竃ＭｉＩｌ⑭暫琶
Ｉま媒染剤などをいろいろと試して，どのような色
が出るのかを葡萄ジュースなどを用いて試してい
る。本年度の12月に行われる「石川地区中学高校
生徒化学研究発表会（日本化学会近畿支部主催)」
に発表することを目標に取り組んでいる。 ＳSTAの担う役割について
ＳＴＡは，課外活動として，授業では扱わないよう
な，また，家庭でもなかなか取り組めないような製
作や実験を自分で企画して，実施できる環境を，こ
の部活に専属の生徒や兼部している生徒に提供して
いる。顧問は相談役として，事故の防止に目を配る
役割を部員の相談に乗る形で果たしている。何をす
るか決まっていない生徒には顧問からテーマを示す
こともあるが，１年次には３年生がやり残したこと
を引き継ぎ，１年の記念祭が終わった頃に自分がや
りたいこと，やってみたいことが決まり，そのまま
３年生が取り組んできたことを引き継ぐ場合や新た
な取り組みにチャレンジする場合など，自分たちで
テーマを決めていく。この部は，入部はいつでも受
け付けているが，新学期か記念祭が終わってからの
入部が多い。これは，ＳＴＡの活動内容を，記念祭を
通して知ることによって，このような活動への関心
が芽生えるからだと思う。
ＳＴＡが担っている役割は，一つは高校生でも，校
内の施設設備を用いていろいろな取り組みが出来る
ことを他の生徒に示すことと，希望すればそのよう
な活動が出来る環境があることを日頃の活動で示し，
２－ｓコンピュータ・ソフト
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作業力訂進まず，ヨミ
だ，「Blender」の使い方の練習までしかできてい
ない。
使用しているＯＳは，WindowsVista，ＭａｘＯＳ
ＸそしてUbuntuの３種類で，「Blender」もそれぞ
－２９－
その環境を維持することであると考える。理科や科
学，そして，物作りへの関心が芽生えたときに，す
ぐに取り組める環境が存在し，また，アドバイスを
くれたり，協同で取り組んでくれる仲間がいること
の意義は教育的にとても大きなものがあると信じる。
－３０－
